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仙台市 八木山動物公園

特

多摩動物公園

徴は、動物を自由な姿で展示するため、
檻の代わりに壕で仕切るようにしている

こと。また、野生で群れをつくる動物は、なるべく
群れで飼育するようにしている。アジア園、アフリ
カ園、オーストラリア園、昆虫園に分かれた園内
では、約320種を飼育。スカイウォーク・タワーで
は、オランウータンの身軽で軽快な枝渡りが見ら
れるほか、ケージの中に入って鳥類を間近に観
察できるウォークインバードケージも人気だ。
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園内のビジターセンターには、アミメキ
リンの全身骨格や、スマトラトラの剥製

などが展示されているほか、研修室では大人向けのセミナーも開催。
オウム・インコの日（6月15日）、ゾウの日（4月28日）、サイの日（9月22
日）にちなみ、生態や環境問題を紹介するイベントも開かれている。

●〒669-1546
兵庫県三田市弥生が丘6
TEL：079-559-2001

兵庫県立
人と自然の博物館

●〒078-8205
北海道旭川市東旭川町倉沼
TEL：0166-36-1104

19

旭川市 旭山動物園

67年に開園した日本最北の動物園。水中ト
ンネルを設置した「ぺんぎん館」や、高さ17

メートルの塔がある「おらんうーたん舎」など、動物
が持つ本来の感性や能力を発揮できるような施設
づくりをしていることが特徴だ。夏休み期間中には、
普段なかなか見ることができない動物の夜の表情
や行動が見られる「夜の動物園」が開催される。

●〒241-0001
神奈川県横浜市旭区上白根町1175-1
TEL：045-959-1000

約 110種の動物を飼育。オカピ、イン
ドライオン、テングザル、セスジキ

ノボリカンガルーといった希少種を多く
展示し、繁殖にも取り組んでいる。いちお
しは、昨年4月に全面開園した「アフリカ
のサバンナ」ゾーン。動物の生息環境を
再現した展示法で、より野生に近い姿を
見ることができる。夜8時半まで開園を延
長する「ナイトズーラシア」や、初開催とな
る「お絵かきアニマルズ」など、夏休みイ
ベントも盛りだくさんだ。

●〒971-8101
福島県いわき市小名浜字辰巳町50
TEL：0246-73-2525

環境水族館
アクアマリンふくしま

ニシゴリラのドンは国内最高齢の47歳
教材作成の手法を学ぶチン
バザザ動植物公園の職員

モウコノウマやタイリクオオカミが見られる「アジ
アの平原」ゾーン

正門では巨大なゾウのオブジェがお出迎え

ボルネオ島に、昆虫標本を保管
できる収蔵庫を設置

特別展「ひょうごの昆虫展」

来園者の人気投票で１位に輝いた
スマトラトラ（2012年撮影）

マダガスカルのチンバザザ動植物公園と協定を結
び、絶滅の危機にさらされる同国の固有生物の保
全や研究、教育普及活動に協力して取り組んでい
る。その一環として2008年から3年間、チンバザザ
動植物公園に対して、環境教育の指導者の育成や、
教材を作成する研修を実施。現在は両園が協力し
て、生物多様性や保全の大切さを伝え、持続可能な
生活を推進するための教育活動を展開している。

ここで学べる！

多くの野鳥がやって来る園内には、野鳥の観察スポット「野鳥びゅー」
が各所に設置されている。園内で配布されるチェックリストを手に、
さまざまな鳥を観察しながら身近な自然を感じてみよう。

こんな取り組みをしています！

JICAの研修事業で、アフリカからの研修員を受け入れた経験を持つ。
アフリカでは野生動物を見たことがない子どもが多く、生物多様性に
対する理解が乏しい。そこでこの研修では、生物保護関連の業務に携
わる人たちに、保護管理に関するノウハウや調査研究の手法などを
伝えた。園内を視察し、動物園の意義や役割について説明を受けた
研修員は、研修で学んだことを母国での活動に役立てている。

こんな取り組みをしています！

内最高齢のニシゴリラを飼育する
動物園。1980年代に始まったシジュ

ウカラガンの羽数回復事業では、日本への
渡りを復活させ、昨年の飛来数は2,000羽
を達成した。スマトラトラやホッキョクグマ
といった希少な動物や、アフリカゾウのト
レーニングの様子を間近で見ることができ
る。また、アフリカゾウやカバ、ニホンザル
などへの餌やりも体験できる。

●〒982-0801　
宮城県仙台市太白区八木山本町1-43
TEL：022-229-0631

●〒191-0042
東京都日野市程久保7-1-1
TEL：042-591-1611

三角トンネルが特徴の大水槽

今年４月に生まれた
ばかりのゴマフアザ
ラシの子ども

特集  生物多様性
３千万種の宝

よこはま動物園
ズーラシア

ここで学べる！

親子向けの体験型企画から教員向けの実習講座まで、年間200以
上のセミナーを開催。テーマは身近な昆虫や植物、環境づくりなど
多岐に渡る。マレーシア・ボルネオ島の熱帯雨林を巡るプログラム
や、台湾で生物多様性の調査実習を行うプログラムなど、エコツー
リズム事業も行われている。

1997年にマレーシア国立サバ大学と学術交流協定を結んで以来、
ボルネオ島の熱帯雨林の学術調査や研究成果に基づく展示、環境
教育プログラムなど幅広い国際交流活動を続けている。JICAと連
携して実施した「ボルネオ生物多様性・生態系保全プログラム」で
は、博物館の職員をサバ大学に派遣し、生物多様性の保全に向け
た研究能力の向上や、教育モデルの構築を支援した。

こんな取り組みをしています！

ここで学べる！

クイズや工作などのワークショップを行う「どうぶつ教室」や、小
学生を対象にした「ズーラシアスクール」などの環境教育プログ
ラムに参加してみよう。毎日決まった時間に、飼育員が動物のこ
とを楽しく教えてくれる「飼育係のとっておきタイム」も人気だ。

よこはま動物園ズーラシア、野毛山動物園、金沢動物園を管理運
営する公益財団法人横浜市緑の協会が技術協力を続けている
のが、ウガンダ唯一の動物園「ウガンダ野生生物教育センター」
だ。獣医診療や飼育・繁殖に関する技術指導や、来園者向け教育
プログラムの作成などを行い、同国の野生動物の保護活動を支
援している。また、ツシマヤマネコなどの日本産固有種の保全に
も、環境省や全国の動物園と協力して取り組んでいる。

こんな取り組みをしています！

ここで学べる！

動物の餌やりの時間に開催される「もぐもぐタイ
ム」では、飼育員が動物の行動や習性について教え
てくれる。また、園内各所に設置されている飼育員
が手書きで作成した看板には、動物に関する情報
がぎっしりと詰まっていて注目だ。

2010年にマレーシア・サバ州野生生物局と、ボル
ネオ島の生物多様性保全に関する合意書を締結。
プランテーション開発によって数が減少している
ボルネオゾウやオランウータンなどの野生生物の
保護、治療、野生への復帰を行う「野生生物レス
キューセンター」の設立に向けた支援を行い、
2013年にその第一弾が現地に完成した。将来的
には、他の動物の保護施設や、病院、研究所などの
設置も目指している。

こんな取り組みをしています！

ここで学べる！

「人 と自然の共生」をテーマとした自然史系の博物館で、国内の公立博物館で
は最大級の規模を誇る。収蔵庫には100万点を超える昆虫標本をはじめ、

地元の丹波で発掘された恐竜の化石など、国内外の貴重なコレクションが収めら
れている。夏休み期間中は、兵庫県産の昆虫標本約1,000点を展示した「ひょうご

の昆虫展」（6月25日～9
月4日）や、丹波竜を中
心とした研究成果、復
元図、模型などを紹介
する「丹波竜展」（7月21
日～8月31日）が開催さ
れる。

海の生き物に関する展示コーナーに行ってみよう。河川の改修
によって福島県内でも数が減っているウナギをテーマとした展
示や、水揚げされた魚が食卓に上るまでの過程を紹介する展
示などを通じて、地球環境や保全活動について学べる。

開館当初から、“生きた化石”と呼ばれるシーラカンスの生態解
明に取り組んでいる。2006年にはインドネシアの海域で、生き
たシーラカンスの姿を自走
式水中カメラ（ROV）で撮影
することに成功。翌年にはタ
ンザニアの海域でも撮影に
成功した。現在、インドネシ
アに海洋保全センターを設
置し、シーラカンスのみなら
ず、サンゴ礁生態系の保全
調査活動を進めている。

こんな取り組みをしています！

ここで学べる！

「アフリカのサバンナ」では４種の動物を一緒に展示

キリンの仲間であるオカピは動物園の人気者

高さ17メートルの塔からロープを渡るオランウータン

「あざらし館」で人気のゴマフアザラシ

テ ーマは、暖流の黒潮と寒流の親潮が
出会う福島県沖の「潮目」。トンネル

状に作られた大水槽は、片側がカレイの仲
間やクロイソが泳ぐ親潮、反対側はカツオや
マグロ類が泳ぐ黒潮を再現しており、異なる
世界を同時に楽しむことができる。世界最大
級のタッチプールでは、ヒトデやナマコなど
の生き物と触れ合うことができ、夏休み期間
中は、魚のつかみ捕りも開催される。

館内でシーラカンスの解剖を行った


